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医療健康
腰部脊柱管狭窄症治療の実力病院
(2015年4月----16年3月に「手術あり」が150-W1J以上〉

診療実績 運営体制 施設体制

医療機関名 所在地 手術 手術
医療機能 CT撮影

画像診断
あり なし

評価機構 およびM
管理加算

(点) RI撮影

えにわ病院 北海道 426 24 72* 。
北海道整形外科記念病院 北海道 291 67 。

北・東海道北
函館中央病院 北海道 222 115 72 * 。 2 

麻生整形外科病院 北海道 153 83 。
東北中央病院 山形県 249 176 76* 。 2 
福島県立医大会津医療センター病院 福島県 161 156 71 。 2 

宇都宮記念病院 栃木県 151 33* 。
慶友整形外科病院 群馬県 470 38 63 。
済生会川口総合病院 埼玉県 369 119 73 。 1・2
船橋整形外科病院 千葉県 223 17 。
千葉労災病院 千葉県 197 207 73 。
岩井整形外科内科病院 東京都 518 ' 33 73* 。 1 

九段坂病院 東京都 363 341 。
日本赤十字社医療センター 東京都 261 10 。 1 • 2 I 

関 東 村山医療センター 東京都 248 396 69 。
国際医療福祉大三田病院 東京都 229 337 。 1・2I 
武蔵野赤十字病院 東京都 183 63 75 。 1 • 2 
慶応大病院 東京都 157 171 。 1 • 2 
昭和大横浜市北部病院 神奈川県 237 68 。 1 • 2 
湘南藤沢徳、洲会病院 神奈川県 184 23* 66 * 。
関東労災病院 神奈川県 174 222 76 。 1 
横浜南共済病院 神奈川県 156 182 。 2 
日本鋼管病院 神奈川県 151 42 。 2 

新潟中央病院 新潟県 239 12 。
亀田第一病院 新潟県 200 213 。
新潟市民病院 新潟県 165 26 69 * 。 1 • 2 
沢田記念品同整志会病院 富山県 495* 230 69 。
石川県済生会金沢病院 石川県 171 一一* 70* 。 2 

中部・ 貢川整形外科病院 山梨県 201 268 。
東海 静岡赤十字病院 静岡県 320 42 。 1 

沼津市立病院 静岡県 162 164 69 。 2 
はちゃ整形外科病院 愛知県 225 83 。
名古屋第二赤十字病院 愛知県 206 320 74* 。 1 
中部労災病院 愛知県 184 185 72 。 1 

刈谷豊田総合病院 愛知県 154 184 79 。 2 
日野記念病院 滋賀県 188 11 。 2 

大阪病院 大阪府 270* 35 73 。 2 
関西医大総合医療センター 大阪府 268 446 。 1 

近畿
永広会島田病院 大阪府 243 ーーヰ〈 69 。
あんしん病院 兵庫県 235 一ー*
関西労災病院 兵庫県 152* 一一* 74 * 。 2 
白庭病院 奈良県 170* 14 。 1 
和歌山県立医大病院 和歌山県 183 14 78 。 1 
岡山医療センター 岡山県 188 172 77 * 。 1 • 2 
広島市立安佐市民病院 広島県 405 20 73 。 2 

中四国 広島総合病院 広島県 267 14 71 。 1 

福山医療センター 広島県 169 191 。 2 

品松赤十字病院 香川県 156 118 70 * 。 2 
総合せき損センター 福岡県 265 134 。
九州医療センター 福岡県 211 27 75* 。 2 

九州・
久留米大病院 福岡県 155 * 67 71 。 1 

沖縄
長崎労災病院 長崎県 173 115 74* 。 2 

熊本中央病院 熊本県 170 ー-* 71 。 2 

※「画像診断管理加算1J =10年以上の画像診断の経験を持つ医師などが診断した場合、診療報酬
を加算できる施設。 I加算2JはCTやMRIなどが対象。

お断り 「向き合うJ iこころの健康学」は休みました。
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足
の
痛
み
や
し
び
れ
の
原
因
と
な
る
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
(
き
ょ
う
さ
く
)
症
は
高
齢
者
に
多
く
、

高
齢
他
に
伴
い
患
者
数
が
増
え
て
い
る
。
重
症
に
な
る
と
歩
行
や
排
尿
に
影
響
が
あ
り
、
患
者
の
生

活
の
質

(
Q
O
L
)
に
直
結
す
る
。
日
本
経
済
新
聞
社
が
実
施
し
た
実
力
病
院
調
査
で
は
手
術
で
原

因
を
取
り
除
い
た
り
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
薬
で
痛
み
を
緩
和
し
た
り
し
て
、
患
者
の
負
担
軽
減
を
目

指
す
病
院
が
上
位
に
並
ん
だ
。

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症

今
回
の
調
査
で
2
0
1
5年

4
月
j
凶
年
3
月
の
「
手
術
あ

り
」
症
例
が
5
1
8件
と
全
国

最
多
だ
っ
た
宕
井
整
形
外
糾
内

斜
病
院
(
東
京
・
江
戸
川
)
は
、

1
9
9
0年
の
開
設
以
来
、
腰

や
首
、
関
節
な
ど
の
整
形
外
糾

治
療
を
中
心
に
手
掛
け
、
特
に

内
視
鏡
を
使
っ
た
身
体
的
負
担

が
少
な
い
手
術
に
定
評
が
あ

る
。
稲
波
弘
彦
理
事
長

(ω)

は
「
が
ん
な
ど
の
疾
患
と
違
い
、

画
像
診
断
だ
け
で
は
原
因
を
特

定
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
正

確
な
診
断
が
な
い
と
不
必
要
、

不
十
分
な
手
術
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
」
と
強
調
す
る
。

受
診
当
日
に
検
査

脊
柱
管
は
背
骨
、
椎
間
板
、

関
節
、
靭
帯
に
固
ま
れ
た
脊
髄

の
神
経
が
通
る
ト
ン
ネ
ル
に
当

た
る
。
椎
間
板
や
靭
帯
が
加
齢

な
ど
の
影
響
で
分
厚
く
な
り
、

腰
の
脊
柱
管
が
狭
め
ら
れ
る
こ

と
で
神
経
を
圧
迫
。
実
際
の
患

部
は
腰
周
辺
だ
が
、
脊
柱
管
を

通
る
「
座
骨
神
経
」
が
支
配
す

る
太
も
も
や
膝
な
ど
に
し
び
れ

や
痛
み
が
出
て
、
歩
行
が
難
し

く
な
る
。
手
術
で
は
骨
や
靭
帯

の
一
部
を
切
除
し
た
り
、
上
下

の
骨
を
固
定
し
た
り
し
、
神
経

しやさ
の
圧
迫
を
和
ら
げ
る
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
や
磁
気
共
鳴
画

像
装
置

(
M
R
I
)
で
脊
柱
管

の
狭
窄
が
見
つ
か
っ
た
だ
け
で

は
痛
み
の
原
因
と
は
断
定
で
き

な
い
。
稲
波
理
事
長
は

「
患
部

に
痛
み
止
め
を
注
射
し
、
症
状

が
改
善
す
る
か
確
認
す
る
こ
と

が
正
確
な
診
断
に
は
不
可
欠

だ
」
と
指
摘
。
こ
の
診
断
に
は

手
聞
が
か
か
る
が
、
同
院
で
は

主
治
医
が
原
則
、
受
診
し
た
そ

の
日
に
検
査
す
る
と
い
う
。

在
籍
す
る
7
人
の
整
形
外
斜

医
が
手
術
を
担
当
。
内
視
鏡
を

使
う
手
術
は

1
時
間
1
1時
間

半
か
か
る
と
さ
れ
る
が
同
院
で

は
叩
分
前
後
。
「
医
師
1
人
当

た
り
の
手
術
件
数
が
多
く
、
技

術
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
(
稲
波
理
事
長
)
と
い
う
。

一
方
、
症
状
が
比
較
的
軽
い

場
合
は
手
術
を
し
な
い
選
択
肢

も
あ
る
。
調
査
で
「手
術
な
し
」

症
例
が
4
4
6件
と
最
多
だ
っ

た
関
西
医
大
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
(
大
阪
府
守
口
市
)
整
形
外

斜
の
石
原
昌
幸
助
教
(
お
)
は

「
患
者
の
負
担
を
考
え
れ
ば
、

手
術
な
し
で
治
す
の
が
ベ
ス

ト
」
と
の
ス
タ
ン
ス
だ
。

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
を
巡
っ

て
は
、

一
般
的
な
消
炎
鎮
痛
剤

と
は
作
用
の
仕
方
が
異
な
る
新

し
い
タ
イ
プ
の
鎮
痛
薬
が
次
々

と
登
場
。
神
経
伝
達
物
質
を
阻

害
す
る
薬
や
、
痛
み
の
信
号
を

脳
に
伝
わ
り
に
く
く
す
る
薬
の

ほ
か
、
一
部
の
抗
う
つ
薬
も
効

果
が
あ
り
、
症
状
を
軽
減
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

石
原
助
教
は
「
か
か
り
つ
け

医
に
よ
る
投
薬
治
療
で
は
痛
み

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
『
手

術
が
必
要
』
と
紹
介
さ
れ
た
患

者
で
も
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
薬

な
ら
症
状
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と

も
多
い
」
と
い
う
。

出
血
量
も
激
減

同
セ
ン
タ
ー
は
「
手
術
あ
り
」

も
2
6
8件
と
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
。
患
者
の
身
体
的
な
負
担

を
少
な
く
す
る
た
め
切
開
部
分

を
最
小
限
に
す
る
「
最
小
侵
襲

脊
椎
安
定
術
」

(
M
I
S
t
)

と
呼
ば
れ
る
手
術
を
積
極
的
に

導
入
し
て
い
る
D

傷
小
さ
い
手
術
/
新
薬
で
症
状
緩
和

脊柱管狭窄(きょうさく)
症の特徴

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
で
は
、
内
視
鏡
を
使

っ
た
傷
口
の
小
さ
い
手
術
も
普
及
す
る

(
岩
井
整
形
外
斜
内
斜
病
院
提
供
)

背骨の変形寸 -る

歩くと足lこ痛みやしびれが
出るが、休むと再び歩ける
ようになる「間欠版行(はこ
う)Jが特徴

~ユ
ハk宅主A
/ノ n'

¥人以仏〆
可寸J冒叫」
‘主語ニ・・ー

よ
り
多
く
の
病
院
を
掲
載
し

た
一
覧
表
を
電
子
版
に
V
社
会

↓
コ
ラ
ム

そ
の

一
種
の
「
脊
椎
側
方
進

入
椎
体
間
固
定
術
」

(
X
L
I

F
)
で
は
、
背
中
を
数
十
時
J

切

開
す
る
必
要
が
あ
っ
た
手
術
を

数
奇
の
穴
を
数
カ
所
あ
け
る
だ

け
で
可
能
だ
。
海
外
で
の
セ
ミ

ナ
ー
受
講
な
ど
を
経
て
手
術
の

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
医
師

が
対
応
し
て
い
る
。

手
術
中
の
出
血
量
は
多
い
と

き
は
3
千
1
5千、
r
Mに
達
し

た
が
、
こ
の
方
法
な
ら
5
0
0

1
6
0
0戸
川
れ
に
減
る
。
石
原

助
教
は
「
高
齢
者
に
多
い
疾
患

の
た
め
身
体
的
な
負
担
軽
減
が

重
要
だ
」
と
強
調
す
る
。

和
歌
山
県
立
医
大
な
ど
の
調
査
に

よ
る
と
、
磁
気
共
鳴
画
像
装
置

(
M

R
I
)
検
査
で
脊
柱
管
の
狭
窄
(
き

ょ
う
さ
く
)
が
見
つ
か
る
高
齢
者
は

2
L

約
叩
%
で
、
園
内
の
推
定
有
病
者
は

ゆ

句

約

5
8
0万
人
に
上
る
。
た
だ
実
際

侠
リ
に
症
状
が
あ
る
の
は
、
こ
の
う
ち
1

、
ご
室
口
1
2劃
に
と
ど
ま
っ
た
。

山
川

H

1
上
最
も
特
徴
的
な
症
状
は
、
足
の
痛

害
ち
み
や
し
び
れ
で
歩
行
が
困
難
に
な
っ

1
i
，
っ
て
も
、
少
し
休
む
と
歩
け
る
よ
う
に

内
ノ
同
川
な
る
「
間
欠
披
行
(
は
こ
う
)
」
だ
o

uい
ι八
休
息
時
に
前
か
が
み
の
姿
勢
に
な
る

オ
モ
ム
否
こ
と
で
神
経
の
圧
迫
が
和
ら
ぎ
、
血

輪

j
行
が
回
復
し
て
症
状
が
緩
和
す
る
た

古

可

め

歩

け

る

ο

一
方
、
椎
間
板
へ
ル
ニ

一

I

ア
で
は
前
か
が
み
の
姿
勢
で
は
症
状

が
悪
化
す
る
こ
と
が
多
い
。

治
療
は
投
薬
や
手
術
の
ほ
か
鎮
痛

薬
を
注
射
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
や
運

動
療
法
を
併
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

4・

した結果を100点満点で、換算。点数の後に*が
あるのは13年4月以降の評価方法13r d GJ 
で審査された病院で、各項目をS=4点、 A
=3点、 B=2点、 C=l点として合算、 100
点満点に換算した。
砂施設体制 医療従事者の配置や医療機器
などについて、厚労省が定めた診療報酬施設
基準を満たしたとして各病院が届け出た項目
を比べた。 16年10---12月時点での届出受理医
療機関名簿を集計した。

砂診療実績厚生労働省が2017年 2月に公
開した15年4月---16年3月の退院患者数を症
例数とした。対象は病名や手術方式で医療費
を定額とするDPC制度を導入した1667病院
のほか、導入準備中などを含め計3191病院。
症例数の後の*は 0~9例の誤差あり。 I-J
は0---9例。
砂運営体制 公益財団法人「日本医療機能
評価機構J (東京〉が病院の依頼で医療の質
や安全管理、患者サービスなどの項目を審査

調査は①症例数(診療実績〉②医療の質や
患者サービス(運営体制)③医療従事者の配
置や医療機器などの設備(施設体制〉の3つ
の視点で、病院選びの際に参考となる情報を、
日経リサーチに依頼してインターネット上の
公開データから抽出して実施した。

調査の概要

医療・健康面の記事やコラムに関するご意見、情報を募集しています。ファクス (03・6256・2774)
か電子メ ール(iryou@tokyo.nikkei.co，jp)でお寄せくださし1。
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